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豚繁殖・呼吸器障害症候群ウイルス（PRRSV）遺伝子検査の蓄積データ解析による 

管内一地域における農場間の関連性の確認 
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は じ め に 

 

豚繁殖・呼吸障害症候群（以下、

PRRS）は、PRRS ウイルス感染によっ

て引き起こされる疾病であり、主に

母豚の異常産、育成豚や肥育豚の呼

吸器障害および発育停滞を引き起こ

す。PRRS ウイルス（以下、PRRSV）

は、宿主の免疫細胞に障害を与えて

免役を低下させ、細菌との複合感染

を引き起こしやすくする増悪因子に

もなる。ウイルスは、遺伝子変異が

起こりやすく、抗原性や病原性に多

様性が認められることから、農場内

で常在化しやすく清浄化を困難にす

る [1][2]。PRRSV 陽性農場において

、清浄化のために必要なウイルス対

策は、母豚と繁殖候補豚の免疫安定

化と母豚・子豚間のウイルス感染環

を遮断するピッグフローの適切な管

理と洗浄・消毒の徹底、外部からの

ウイルス侵入防除が必要である。ま

た、農場内でのウイルスの動態把握

のために、定期的な発育ステージご

とに抗体検査や遺伝子検査を実施し

、ウイルスの感染・流行を把握する

ことが重要であり、陰性農場におい

てもウイルス侵入の有無を知るため

に大切である。PRRSV 清浄化が達成

されて間もなく、ウイルスの再侵入

により農場が汚染されてしまうこと

も多く、養豚密集地域では農場ごと

の対策に加え、地域ぐるみで PRRSV

コントロールに取り組む必要がある

[1][3]。 

東部家畜保健衛生所（以下、当所

）の管内には、養豚農家密集地域が

田原市地域と豊橋・豊川市地域の２

地域がある。田原市地域での PRRS 対

策は、地域での豚熱発生経験や農家

主体の PRRS 撲滅委員会による取り組

みなどが見られ、豊橋市・豊川市地

域では農場ごとの対策が行われてい

る。 [4]（図１）。また、当所では

管内の養豚農家に対して年２回の

PRRS ステージ検査を実施し、結果を

もって各農場で対策検討会を行い、

管内地域の PRRSV コントロールに寄

与している。 

 

図１ 管内地域の養豚状況 

 

本例では、豊橋市・豊川市地域（

以下、当該地域）での PRRSV 対策を

より進めるため、現在までに蓄積さ

れた PRRSV 遺伝子検査データを解析

することで地域の現状を把握した。

また、分析結果から現状の課題を把

握し、課題解決の糸口を見つけるた

めに分子系統樹解析を通して実施し

た地域の疫学的考察について報告す

る。 

 

材 料 お よ び 方 法 

 

令和３年（以下、R３）４月から令

和６年（以下、R６）７月までに当所
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で実施した総合病性鑑定 74 事例およ

びステージ検査と総合病性鑑を含む

PRRS 遺伝子解析結果 295 株を用いて

、病性鑑定検査結果における細菌性

疾病と PRRSV の関係、地域の PRRSV

クラスター別検出数推移の調査、当

該地域の農家別 PRRSV 感染状況の整

理を実施し、地域の課題を把握した

。続いて、平成 24 年４月から令和６

年７月までに実施した PRRSV 遺伝子

解析結果 450 株について分子系統樹

解析を行い、当該地域の課題解決に

向けて疫学的考察を行った。 

 

結果・考察 
 

地域の課題把握 

 

細菌性疾病と PRRSV の関係 

 

調査期間中、当該地域の農場にお

いて実施した総合病性鑑定検査で、

PRRSV 遺伝子検査陽性かつ細菌の関

与が見られた事例数は、22 事例とな

り、有意な関連性が見られた。また

複合感染が見られた 22 事例の内、豚

胸膜肺炎と診断された件数が最多で

あった。呼吸器病の多い農場では、

混合感染が重症化する一要因になる

と考えられている[1]。PRRSV 陽性農

場の清浄化対策を進めるためには、

細菌性疾病へのコントロールを含む

対策が重要であると考えられた（表

１）。 

 

表１ PRRSV と細菌性疾病の関連 

 
 

 
 

当該地域の PRRSV クラスター別 

検出数推移調査 

 

調査期間内では、当該地域におけ

るクラスター構成に大きな変化は見

られなかった（図２）。 

 

 

図２ ステージ検査および総合病 

性鑑定におけるクラスター構成 

 

当該地域における農家別 PRRSV まん

延状況整理 

 

農場ごとに、調査期間内のステー

ジ検査結果を整理した結果、PRRSV

の感染延状況と対策指導について、

①離乳期でワクチン株に近縁な株が

分離ている農場、②冬季のウイルス

流行期に離乳豚で感染している農場

、③肥育ステージの感染維持が見ら

れる農場、④ウイルスの侵入ステー

ジ改善又はウイルス非検出・清浄化

維持が確認された農場の４種類に区

分することができた（表２）。また

、当該地域において 14 農場で感染ス

テージの改善またはクラスターⅢの

非検出が見られた。 



 

3 
 

 

 

表２ 農家別 PRRS まん延状況と 

対策指導 
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当該地域の課題として４年間で離

乳期から肥育期前期に PRRSV 感染し

ている農場が地域の多くを占めてい

ること、感染維持している農場の側

にステージの改善が見られる農場や

清浄農場が付近にあることが確認さ

れた（表３）。課題解決のためには

、農場ごとの対策指導だけでなく、

地域全体で PRRSV 対策が必要になる

と考えられた。 

 
表３ PRRSV 感染維持農場とステ

ージ改善または清浄農場について 
 

 

 
課題解決の糸口 
 

分子系統樹解析による 
当該地域の疫学的考察 

当該地域における PRRSV 感染状

況の把握を通して、判明した課題に

ついて解決の糸口を探すために分子

系統樹解析による疫学的考察を実施

した結果、豊橋市地域において分離

された PRRSV 野外株（クラスター

Ⅲ）について、３グループに区分す

ることができた。３グループの内２

つのグループに含まれる農場どうし

は、近接している点、１つのグルー

プに含まれる農場付近には、幹線道

路がある点が明らかになった。

PRRSV の伝播様式には、直接伝播

の他に、エアロゾルでの空気伝播や

ウイルスが含まれた糞尿などを介す

る間接伝播がある[1]。今回確認され

た点は、当該地域における農場から

農場へウイルスが伝播する要因に関

係している一要素であると推測した

（図３）。 
 

 
 

図３ 豊川・豊橋地域の分子系統

樹解析による疫学的考察 



 

5 
 

 
ま と め 

 

今回、地域での PRRSV まん延状況

について豊橋・豊川地域に着目し、

現在まで蓄積されている PRRSV 遺伝

子検査のデータについて解析を実施

し、地域の現状を確認することがで

きた。また、農場ごとに対策指導を

行っているが、多くの農場で PRRSV 

感染の維持が確認されたことから、

課題解決の糸口を探すため、分子系

統樹解析を行い、今回初めて、豊橋

地域において３グループに系統を区

分ができ、それぞれ別株の共有を確

認した。課題解決のためには、継続

した地域ごと、農場ごとの蓄積デー

タを解析し、現状の対策を都度評価

することにあわせて今後は、地域の

株の共有状況について検討会を通し

て還元し、他の共有原因を見つける

ためにも各農場どうし、地域のコミ

ュニケーションを推進する必要があ

ると考える。 
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